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学位論文審査結果の要旨
平成１６年７月２８曰の学内委員による第１回審査会と，８月３曰の外部審査員を含む審査員全員が出席
して行った口頭発表会終了後の第２回審査会で協議を行い以下の結論に達した。
本論文は，主として，ヴイサヤス地方のボホール島から１９kｍ南方に位置するパミラカン島で発見し
たサンゴ礁段丘について，精密地形測量とウラン系列年代測定の結果を系統的に記述するとともに，過去
８００～１２５０ky間の同地域における海面変化と地殻変動史を論じたものである。その中で，上記の段丘
を，最高地点高度が２７ｍ，内縁高度が，それぞれ１３ｍと６ｍの平坦面を有する３段に区分し，最終間氷期
(MIS-5）における３回の相対的高海面期（MIS-5e，‐5cおよび-5a）に形成されたことを明らかにした。そ
して，MIS-5e（125ky）における海面高度（3-6ｍ）と以降の垂直変動の等速性（0.18-021ｍ/ky）を仮定
することで，MIS-5c（105ky）および５ａ（82ky）のパミラカン島周辺域における海面高度が，それぞれ，
現在より9-11ｍと６９ｍ低かったとの結論を導いた。また，ボホール島南西域で採集したハマサンゴ化石
の酸素同位体比測定結果から，MIS－５における調査地周辺海域の表層海水温等についても言及した。このよ
うな研究成果の中でも，特に，フィリピン諸島から初めて，MIS-5cと-5ａ当時の海面高度をセットで解明
した点は，西太平洋活動縁辺域の広域に及ぶ地殻変動史の解明に一石を投じたものとして高く評価できる。
以上の審査結果を総合して慎重に審議し，本論文は博士（学術）に値すると判定した。
-123-
